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2000 通年

木・3
情報経営学

560 560
土曜 日と

平日

土・1

木・3
情報管理論

土・1

通 年

木・4
情報経営学

286 / ヽ
平日で、

ゝ
じ

金・2 262

木・4
情報管理論

金・2

春学期
木・1
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同 日
木・4

通年
木・1

情報経営学
木・4

秋学期
木・4

情報∨E

604 同 日
木・1

通年
木・4

情報経営学
木・1

春学期
7К・2

経営情報論

480 同 日
水・4

通年
水・2

情報経営学
水・4 1

秋学期
水・2

情報∨E

同 日
水・4

通 年
水・2

情報経営学
水・4 1

通 年 木・2 情報経営学 1

274

536

ρ ヽ
土曜日と

3ヽ

春学期
木・2

経営情報論
土・2

秋学期
木・2

情報VE
土・2

二宮経営学部長・理事、樋日副学部長・カリキュラム委員長による、一方的な決議によるパワハラ行為
経営情報論、情報バリューエンジエアリングをそれぞれ2コマから1コマヘ減らすと決定

経営情報論、情報VEは 2006年 4月 より、1コ マに減少

2005年 12月 16日 、2006年 1月 6日 教授会 :

樋口副学部長・カリキュラム委員長

2コマで300名 以下の科目は1コマにするとの新ルールを
あらたに作り、経営情報論、情報バリュー・エンジエアリングを
それぞれ1コマ減らすと決定

吉井の質問

① ビジネスネットワークコースの必須科目であり、学生への
サービス低下につながらないか、と質問

② 2コ マで300名 以下となつている要因は、少人数のよさを
だすために土曜日に1コマら、ったためである、と説明

③ 教務部からいただいた吉井の過去のデータを土曜日と平日
とを比較して示す。土曜日の受講者数は平日の約50%

④ ビジネスネットワークコースのカリキュラム委員会を開いて、
コースとしての教育シナリオを議論すべきであると問題提起

《議論》

①②③に対して、樋口氏は無言、
二宮氏は

″
学部長要請である。これに従うように

″
と発言

④に対しては、

本田教務委員長は、コースのカリキュラム委員会を開いて
議論することがまず必要と発言。

樋口氏(当 該コースのカリキュラム委員でもある)は、
コースのカリキュラム委員会を開く必要はない。
全体的な問題であるとのみ答え、後は無言である。

【1月 6日 の教授会で再質問したのは、
2003年 2-3月 に北村学部長と樋口副学部長が吉井に対して
1コ マ不開講・担当者差し替えを強行しており、
今回も類似のシーンであるとの吉井の判断による】


